
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年３月２４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                   委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  山 本 哲 也 

委   員  石 川 敏 行 

    

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２２年１０月２０日 ０８時３０分ごろ 

発生場所 岡山県倉敷市水島港玉島１号ふ頭 

 水島港八幡防波堤灯台から真方位０４８°８３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°３１.１′ 東経１３３°４０.３′） 

事故調査の経過  平成２２年１１月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

貨物船 海
かい

豊
ほう

丸 ４９９トン   

 １４０６８１ 月星海運株式会社、豊益海漕株式会社 

 ７４.２０ｍ×１２.００ｍ×７.３７ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成１９年１１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５５歳 

 四級海技士（航海）免状 

免 許 年 月 日 昭和５７年３月１８日 

免許交付年月日 平成２０年５月１４日 

有効期間満了日 平成２６年３月１日 

一等機関士 男性 ６１歳 

 五級海技士（機関）免状 

免 許 年 月 日 昭和４６年１０月２２日 

免許交付年月日 平成２０年２月１３日 

有効期間満了日 平成２５年３月２１日 

 死傷者等 負傷 １人（一等機関士が、肋骨骨折及び肺挫傷、６日間の入院加療後、

通院治療を行った。） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

 本船は、船長、一等機関士ほか３人が乗り組み、スチールコイル約１,

７４３ｔを載せ、船首約３.８ｍ、船尾約４.８ｍの喫水で、平成２２年１

０月１９日水島港玉島１号ふ頭に左舷着けした。 

 船長は、降雨が予想されたので、荷役業者による荷揚げ開始前の２０日

０８時０５分ごろ、乗組員全員により‘呉港で荷揚げするスチールコイル

に防水シートを掛ける作業’（以下「本件作業」という。）を行うことに

し、ハッチカバーを閉鎖した状態の船倉に入った。 

乗組員全員は、船倉中央部に１段で８列に積まれた呉港で荷揚げするス

チールコイルの上に乗り、船長が指揮し、照明灯を点灯して本件作業を始

めた。 

一等機関士は、本件作業が終了したとき、スチールコイルに掛けた防水
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シートの上におり、船倉から甲板上に出るために右舷側の外板付近を船倉

後部のはしごに向かって防水シートの上を足でスチールコイルの隙間を探

りながら移動中、スチールコイルの丸みで足が滑って船倉の底部に落下し

た。 

一等機関士は、乗組員の援助を得て甲板に上がり、救急車により病院に

搬送された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 １、気温 約２０.５℃ 

海象：潮汐 上げ潮末期 

 その他 本船は、直径約１.２～１.３ｍ、幅約０.７０～０.７５ｍのスチールコ

イルを水島港と呉港の両港で荷揚げする予定で満載状態に積載し、船倉中

央部に呉港で荷揚げするスチールコイルが１段で８列に積まれ、その前後

に水島港で荷揚げするスチールコイルが１段で計１３列に積まれており、

スチールコイル間の隙間が船首尾方向に約０.７～０.８ｍあった。 

本船では、荷揚げ中に雨が降れば荷役を中止することにしているが、

ハッチカバーを閉鎖するまでの間にスチールコイルが濡れないようにする

ために本件作業を行ったもので、船倉内の照明は、作業に支障のない明る

さであった。 

一等機関士は、本件作業の経験が豊富であった。 

分析 

 

 

 

 

 

 

 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

 

 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、水島港に着岸中、降雨に備えて船倉内

で本件作業を行ったのち、一等機関士が、船倉か

ら出るために防水シートの上を足でスチールコイ

ルの隙間を探りながら移動する際、スチールコイ

ルの丸みで足が滑ったことから、船倉の底部に落

下したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、水島港に着岸中、降雨に備えて船倉内で本件作業を

行ったのち、一等機関士が、船倉から出るために防水シートの上を足でス

チールコイルの隙間を探りながら移動する際、スチールコイルの丸みで足

が滑ったため、船倉の底部に落下したことにより発生したものと考えられ

る。 

 




